
基礎数学 (毎日)―― 問題演習 (高次多III式の因数分解,多項式の害」り算)2009.5。■9(担当:佐藤)
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多項式の割り算

oχ の多項式 :(メ の実数倍)の 和で表される式のこと.

(夕」."+1,2"2_1,χ 4+3χ 3_χ 2+5″ -3,… .等)

・多項式の演算と整数の演算は似て
いる。

・整数の割り算 ;p÷ 9=rあ まりs←→ p=9r tt s。

け」.37■ 5=7あ まり2←→ 37=5× 7+2)

・多項式の割り算は与えられた多項式∫(″)と ク(″)に対して

∫(″)=ク (")・9(π)+r(″)

を満たす多項式 9(″)と r(″)を求めること。

問題 2.
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問題 1.次 の式を約分して簡単にせよ。
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を参考にして,次 の分数の式を
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の形に変形せよ.
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問題 3。次の割り算を計算せよ。
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基礎数学 (毎 日)一 ―問題演習 (高次多項式の因数分解,多項式の害」り算)2009。5。19(担 当:佐藤)

高次多項式の因数分解,因 数定理

∫(″)をθ(″)で割ったときの商が9(″)であまりがr(″)とする;

∫(Z)=θ(Z)・9(″)十T(").

o任意の″=αに対して∫(α)=g(α)・9(α)+T(α)である.

・特にg(″)=χ ―α(つまり1次多項式)の とき,∫(α)=r(α)が成り立つ。
●したがって,次数が3次以上の多項式∫(χ)の因数分解は

(1)まず,∫(α)=0と なるαをみつける。

(2)ズ″)を(″―α)で割る (∫(z)=(″―α)9(Z)).
(3),(→ 争好=弓 ドG勢 るコ密魏霜弊返毛 )。

問題 4.次 の式を簡単にせよ
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(関連問題 :教科書 問題 3.7,3.8,3.9,3.10)

(因数分解せよ)。
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